
魚つかみの好きな「はし

かけ」さんの集まりである

「うおの会」ができて５年

目になります。最初に「魚

を愛し、魚採りを楽しもう。

魚とその棲息環境を将来に

のこそう。魚とその棲息環

境の現状を調査し、その姿

を証拠として記録しておこ

う」という目標をたて、活

動してきました。３年間で

滋賀県中の魚類分布の状況

をつかんでしまいました。

次にはじめたのが、法竜川

での定点調査、定点20ヶ所

を決め月１回の調査をして

きました。その分析を、う

おの会のメンバーが行って

います。

魚つかみが好きな人の集

まりが、魚つかみのこつを

つかみ、投網を打て、魚の

同定ができるようになり、

さらにデータの分析をはじ

めたのです。熱意によって

研究者ではできない調査を

行い、面白い結果をだして

いただきました。この間、

私自身がはしかけさんとと

もに変化してきたことがな

によりの収穫でした。

うおの会を、「魚つかみ

を楽しむ」会から「魚つか

みの楽しみを伝える」会に

変えようと提案し、会則を

変えたのが１年前、琵琶湖

お魚ネットワークを立ち上

げ、企業や行政、あらゆる

個人を対象に、魚つかみの

楽しみ方を伝授しようと、

うおの会のメンバーは、ど

こへでも出かけ、出前観察

会をやります。10万ヶ所の

目標をもって琵琶湖地域の

魚のモニタリングをしよう

としています。

―
淡
海
の
川
―
「
展
示
交
流
員
と
話
そ
う
」
を
と
お
し
て

うおの会の活動
総括学芸員（魚類形態学）

中島経夫

展
示
交
流
員
　
清
水
聡
子
・
近
藤
摩
子

私
は
天
井
川
と
し
て
有
名

な
草
津
川
を
テ
ー
マ
に
し
ま

し
た
。
氾
濫
し
な
い
よ
う
に

よ
り
高
い
堤
防
を
繰
り
返
し

造
る
こ
と
で
周
辺
よ
り
川
床

が
高
い
天
井
川
は
で
き
ま
し

た
。
旧
草
津
川
の
下
に
は
三

つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま

す
。
来
館
者
と
の
交
流
で
は
、

い
つ
も
通
っ
て
い
る
ト
ン
ネ

ル
の
上
に
川
が
あ
る
の
？
草

津
駅
の
近
く
に
あ
る
ト
ン
ネ

ル
は
川
の
下
？
な
ど
と
驚
き

の
感
想
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

交
流
を
通
じ
て
水
害
の
事
実

が
案
外
身
近
に
あ
る
こ
と
を

た
く
さ
ん
の
人
に
気
づ
い
て

も
ら
い
、
私
自
身
も
考
え
さ

せ
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

（
清
水
）

「
水
は
命
を
つ
な
ぎ
、
命

を
奪
う
」
こ
れ
は
小
学
生
の

頃
、
瀬
田
川
で
水
死
し
た
児

童
を
悼
ん
だ
校
長
先
生
の
言

葉
で
す
。

古
来
琵
琶
湖
の
ま
わ
り
の

人
び
と
は
、
水
に
生
か
さ
れ

な
が
ら
も
、
水
と
の
闘
い
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
痕
跡
の
一
つ
に

「
西
野
水
道
」（
高
月
町
）
が

あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
大

雨
の
度
に
水
没
す
る
村
を
救

う
た
め
、
ノ
ミ
と
か
な
づ
ち

で
堅
い
岩
盤
を
砕
い
て
水
の

道
を
造
っ
た
石
工
た
ち
。
展

示
し
て
あ
る
岩
盤
の
前
に
立

つ
時
、
熱
い
も
の
を
感
じ
ま

す
。

（
近
藤
）
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交
流
ノ
ー
ト�

こんにちは！ 展示交流員です。�
琵琶湖博物館における冬の風物詩
とも言えるのが「展示交流員と話
そう」です。来館者の方々と交流
員はどんな会話を楽しんでいるの
でしょうか？ そのいくつかを紹
介します。�

「琵琶湖の三つの島めぐり」
（今泉交流員）

Ｃ展示室「空から見た琵琶
湖のコーナー」は、陶板に焼
き付けられた琵琶湖を中心と
した航空写真が床一面に広が
っています。ここでどんな交
流をしているのですか？

琵琶湖に浮かぶ３つの島

（沖島・多景島・竹生島）での
生活や文化についてのお話し
をさせていただいています。

このコーナーでの交流の特
色を教えて下さい。

ここの展示の特色は、来館
者の興味に合わせて交流がで
きる場所であることです。あわ

せて他の展示室の紹介もでき
ますし、県外から来られた来
館者に琵琶湖に関心を持って
いただくきっかけづくりやフ
ィールド案内もしています。

「ヨシ葺
ぶ

き屋根について」
（北川交流員）

茅
かや

葺き屋根の民家をそのま
ま移築した「冨江家」。人気
のあるコーナーでの交流です
が、このテーマを選んだ理由
は何ですか？

ヨシについて勉強する機会
があり、自分が感動したヨシ
の持つ魅力を伝えられたらと
いう思いから選びました。

どんな話をしているのですか？

ヨシとアシ（オギ）の違い
など実物を使って説明してい
ます。また、ヨシを守ってい
くには利用されることが大切
ですから、ヨシ紙などの利用
方法もお伝えしています。

来館者の方々の反応はどう
ですか？

先日、茅葺き屋根で有名な京
都の美山町から来られた来館者
がありました。この方からは教
えていただくことも多く楽しく
交流させていただけました。

▲

▲

▲

▲

▲

▲
▲

空から見た琵琶湖

冨江家

レンズでのぞく

Ｂ
展
示
室
の
「
治
水
へ
の
取
り
組
み
」

展
示
前
に
て
。
近
藤（
左
）と
清
水（
右
）

私
た
ち
展
示
交
流
員
は
、
展
示
室
内
で
案
内
や
展
示
を
と

お
し
て
来
館
者
の
方
々
と
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ

る
一
定
期
間
に
は
、「
展
示
交
流
員
と
話
そ
う
」
と
題
し
て

各
自
が
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
よ
り
深
い
お
話
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
川
を
テ
ー
マ
に
し
た
交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ヨシについての話を聞く

▲

▲
▲
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